
ＧＳＳ活動報告　令和４年9月5日～9月9日

9月5日 曇りから晴れ　気温２０℃
地蔵山から熊野岳巡視。蔵王ＲＷはしばらく早期終了（～１６：００）
熊野岳山頂は登山者が三々五々。４～５０名ほど。（上山４、関西学生４、その他）
帰り、傾いた標柱を立て直し。
地蔵山東ルートから名号峰を見るとオオシラビソの枯損が目立ちます。

昼前の熊野岳山頂 傾いた標柱の修理

9月7日 曇りから雨　気温２０℃　昼過ぎには本格的な雨
刈田Ｐより熊野方面は雲が厚く雨模様。御田神湿原の巡視に向かいました。
天候が悪いせいか散策者はいませんでした。
クラーク碑の北側（水源地近く）のオオシラビソの枯れが目立ってきています。
午後からは坊平の巡視をしました。

御田神湿原巡視 御田神湿原巡視

クラーク碑の向こうのオオシラビソ 水源地近くからのオオシラビソの近映

鈴木、落合



9月9日 曇りから晴れのち曇り　気温２０℃
地蔵山山頂駅から熊野岳を巡視。登山者は多いほうで、宮城県の小学５年生８０名ほど登山
その他２～３０名ほど（東京、神奈川、宇都宮、岐阜）

熊野岳山頂巡視 小学生の登山

地蔵山山頂巡視


